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図 11 学習内容の集計結果 
図11　学習内容の集計結果
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４．考察
　アンケート調査より得られた高校生の和服に
対する認識と、教科書の記載内容の比較検討を
行う。
　授業計画に対して教科書の内容に不足がある
場合、教員が補足説明して授業を行うことにな
る。しかし、家庭科教員は必ずしも和服に通じ
ているわけではなく、多くの家庭科教員にとっ
て和服に関する情報の補足は大きな負担であ
る。
　家庭科の授業内で広く和服を扱うためには、
教科書に授業実施に必要な情報が網羅されてい
る必要があるが、現在は高等学校での学習内容
に関する研究が未だ十分でなく、教科書の著者・
出版社によって内容に大きな差が存在する。教
科書の記載内容の整理を行い、改善すべき課題
を明確にする必要があると考える。
　本研究で得られた課題を表３に示す。
表３　明確になった課題一覧
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　「着用機会」に関する記述は約半数の教科書
に見ることができた。高校生へのアンケートで
も和服自体の好感度は高いにも関わらず、いつ
着ればよいかわからない、もっと着たいが着る
機会が少ない、という意見が聞かれた。和服を
どのような時に着ればよいかというテーマは、
高校生の関心の高いテーマであると考えられ
る。
　しかし、教科書には通過儀礼をはじめとした
一般的な着用シーンの写真が用いられており、
高校生にとって新しい情報は無い。この内容で
は「和服は着る機会が少ない」という高校生の
認識を変えることはできないのではないか。た
とえば、普段着として和服を着る例の紹介があ
ればより身近な存在として具体的にイメージし
やすいのではないかと考える。
　教育図書による「高等学校家庭基礎　グロー
バル＆サスティナビリティ（６教図　家基
313）」では、高機能繊維の例として絹の質感を
再現した合成繊維による和服の写真が掲載され
ている。また、開隆堂による「家庭総合　明日
の生活を築く（９開隆堂　家総310）」にはレー
スの帯や西陣織のネクタイなど、洋服と和服の
垣根を超えた商品の紹介がある。このように、
和服に触れる機会のない高校生にとって新鮮な
情報が多く掲載されれば、伝統衣装としての格
式高い魅力だけでなく、身近なものとして関心
を持つきっかけになりうるのではないだろう
か。
　前述のアンケートでは「仕立て替えができる」
という和服の構造上の特徴は高校生にとって魅
力として認識されにくい項目であった。現代の
高校生にとって服とは買うものであり、着なく
なったら捨てるか、誰かに譲るものである。修
理したり、仕立て替えたりして衣服を再生利用
することは現代ではほとんど行われなくなった
が、だからこそ和服の再生について学ぶことは、
大量生産・大量消費の社会を反省し、自分自身
の暮らしを見直すきっかけになる。授業で扱う
内容として、高校生にとって新規性のあるテー
マのひとつであると考えられる。
　「染織技術」に関する記述も多く見られたが、
織物や染め物の名称は写真で見るだけでは現実
感がなく、実物資料などを用いない限り興味を
引きにくいと考える。高校生の実情として、布
がどのようにして作られているかを全く理解し
ていない生徒も少なくない。具体的なイメージ
を持てるような映像資料や実物資料を用意する
必要があり、家庭科教員の授業準備の負担は大
きい。
　「柄」については内容に差があり、季節感を
感じる模様なども紹介されていたが、吉祥文様
については「この文様にはこのような願いが込
められている」という記述に留まり、なぜその
模様・モチーフが「縁起が良い」のか説明がな
い。教員が補足できなければ模様の持つ意味は
伝わらないだろう。
　「たたむことができる」ことは高校生にとっ
て魅力の伝わりにくい項目のひとつであった。
たたみ方を紹介する教科書は見られたが、余計
なしわをつけることなくたたむことができる魅
力はほとんど伝えられていない。限られたス
ペースに掲載されているため、図解のコマ数が
少なく、初めて和服を取り扱う者にとってはわ
かりにくい点も問題である。また、「おくみ」
などの和服の部位名称を用いて説明している
が、その説明も不十分である。これらの点に関
しては教員による補足説明を必要とする。
　「着付け」が難しく、自分でできないことを
欠点と考える高校生はいずれの年も70％以上に
のぼる。着装方法を学び、「これなら自分でも
なんとか着られるかもしれない」という程度ま
で意識を変えることができれば和服に対する関
心を高めることができ、重要なテーマのひとつ
であると考える。しかし、教科書に掲載された
着装方法の図を見ただけで実際に着られるかど
うかは疑問である。現行の教科書ではどの出版
社のものも男性の長着の着方を省略している。
男物の長着の場合は腰ひも１本のみを用いてお
はしょりをとらずに着る、ということは和服を
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扱うことのできる者にとっては常識のひとつだ
が、高校生や和服に親しみのない家庭科教員に
とって説明が省略されることは理解の妨げとな
る。図を１ページに収めるための省略であるよ
うだが、結果として実用性の低いページになっ
ている可能性がある。和服の着方やたたみ方な
どの実物を扱う学習内容では、和服の形状や部
位の名称、男女での構造の違いや着方の違いな
ど、基本的な事項の掲載がなくては結局教員の
補足が必要となる。
　また、良い着姿とはどういうものか説明がな
く、着装できたとしても生徒たちは自己評価を
行うことができず、評価につなげるのが難しい。
　他にも、男女の長着では形状が異なることや、
着付け方が異なることは掲載がないものが多
く、そもそも腰ひもの締め方や締める位置につ
いても言及がない。
　家庭科の授業では限られた授業時間数で衣生
活分野だけなく、食生活や消費生活・高齢者や
保育などの他分野を扱う時間を確保しなくては
ならない。授業時間の制限を鑑みればやむを得
ないことではあるが、簡潔な説明とするために
概要を紹介するに留まっており、基本的な事項
ほど省略される傾向にある。結論として、現状
では家庭科教育が「自分で着ることができない」
ことの解決策とはなっていない。
　「着付けが難しい」「着る機会がない」のほか
に「洗濯が難しい」「高い」「着ると苦しい」と
いう３点もアンケートでは欠点として上位に挙
がっていた。これらに関しては教科書ではほと
んど言及がなく、「和服の洗濯の仕方」「和服の
安価な入手方法」「苦しくなりにくい和服の着
付け」というテーマは高校生にとって新鮮な印
象を与える授業として新たに検討の余地があ
る。
　これらの内容は一例として、「現代の和服」
というテーマで授業を行えば一通り網羅するこ
とができる。管理の簡単なポリエステルの着物
や、和服専門の古着屋の存在、着付けが簡単で
苦しくなりにくい作り帯や着付け小物が開発さ
れていること、ＳＮＳを通じて着物を着るイベ
ントが数多く開催されていること、和服を愛好
する芸能人など、紹介するだけで高校生にも身
近な衣服であると感じるきっかけとなりうる題
材は非常に多い。
　今後学校教育により次世代への和服の継承を
試みていくのであれば、これまでのように伝統
衣装としての格式ある衣服として知識を与える
だけでは、不充分なのではないだろうか。和服
を媒体として継承されてきた価値観や美徳のよ
うな目に見えない文化や、世界にも注目される
繊細で精緻な美しさを支える手仕事の技術の高
さについても扱われるべきだと考える。
　現代では知る機会が失われつつある、学ばな
ければ知り得ない和服の一面を若いうちから丁
寧に伝えていくことが重要となるだろう。
５．まとめ
　中学校では浴衣の着装が扱われているが、高
等学校では仕立て直し・再生の文化に注目して
和服を扱うことが、「共生」「持続可能な暮らし」
などをキーワードにしている高校での学習内容
に、適したテーマの一つであるといえるだろう。
これを主軸として、「和服の形状・各部の名称」
「解くと四角い布に戻る」「仕立て替えによって
無駄なく使い切るしくみ」などの内容に絞り、
より深く取り扱うことは可能だと考える。
　前述のアンケートより、多くの高校生は浴衣
か七五三の着物程度しか、和服に触れた経験を
持たないという実情を窺い知ることができた。
「和服」に対して高校生は共通認識と呼べるイ
メージをほとんど持っていない。したがって、
授業の実施に際しては、和服とはどんな服なの
かはっきり理解できる正確な図や写真、あるい
は実物資料が必要である。和服の持つ歴史や学
ぶべき文化・魅力を語るためには教科書には最
も基本的な情報であっても省略することなく記
載することが不可欠であると考え、それでもな
お不足する事項は教員による補足が必要であ
る。
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本研究で得られた留意すべき事項及び課題は次
のとおりである。
【生徒の実情】
・高校生は和服について具体的なことは何も知
らず、共通認識として扱える情報はほとんどな
い。知識については体系的で明快かつ丁寧な指
導が必要である。
【教科書】
・和服の形状や名称をはじめとした最も基礎的
な事項の記載が不十分であり、授業の質が教員
の補足内容に大きく左右される。
・和服の再生については、環境や持続可能な暮
らしについて考える題材として高校生にふさわ
しいテーマの一つであると考えられ、授業展開
の可能性について検討を深める価値がある。
・生徒にとって新鮮に感じられる情報が少な
い。特に家庭総合においては、学習内容の目安
である学習指導要領に「生活文化の伝承と創造」
という文言が見られることから、洋服や靴と組
み合わせた和服のカジュアルで自由な着こなし
や、機能性繊維を用いた管理の手軽な和服につ
いて扱い、柔軟な視点を養う授業も有効なので
はないだろうか。
【教員へのフォロー】
・教員に、教科書を補足できるだけの知識がな
いと扱うことが難しい。学習機会や教員向け資
料の充実が必要である。
　和服は奥深い魅力を持つ一方で、活動性や管
理の手軽さで洋服に劣り、現代の日常着にはな
り得ない。日常着になり得ない衣服を次世代へ
継承していくためには、「多少不便でも好きだ
から受け継ぐ」と考える人を育てていかなくて
はならないと考える。
　和服の着用機会の減少した現代において、和
服の魅力は理解されにくい。より体験的で、実
物に触れることのできる授業を通して、知識豊
富な教員が魅力的な授業を行うことが望まし
い。
　そのために、家庭科教員が和服や伝統文化に
ついて学ぶ機会をつくることを提案したい。た
とえば、教員免許の更新講習などの機会を利用
して最新の情報提供を行うほか、大学の家庭科
教員養成課程に伝統文化を学ぶ授業を置くこと
が今後必要ではないだろうか。
　また、限られた授業時間の中で学習指導要領
に記載のない内容には時間が割かれにくい。中
学校学習指導要領に続き、高等学校学習指導要
領にも和服に関する学習が明記され、一定の学
習時間が確保される必要があると考える。
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